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木 質 材 料 実 験 棟 全 国 国 際 共 同 利 用 専 門 委 員 会
委員長 小松 幸平(京 都 大学 生存圏研 究所)
1.共 同利用 施設 お よび活 動の概 要
木質材料実験棟(WoodCompositeHa11)は、 994年2月に完成 した大 断面集成材 を構造
材 とす る三階建 ての木造建築物 である(写 真1)。1階 には、木質構 造耐力要素の性能評価
用試験装置 、木質 由来新素材 開発研究用の加 工、処理、分析 ・解析装置等 が備 え られてい
る。3階 には、140名程度収容可能な講演会場の他 、30名程度 が利用できる会議 室がある。
付属的施設 として実験住宅 「律周舎」(写真2)の 他 に、北山丸太の活用法 をア ピールす る
木質系資材置 き場(写 真3)が 平成22度か ら新 たに加わった。
写真1木 質材料実験棟全景 写真2実 験住宅 「律周舎」 写真3北 山丸太製資材置き場
.蹴 璽
■
写真4竪 型油圧試験機 写真5鋼 製反力フ レーム 写真6X線 光竃子分析装置
1階の実験室に設置 されている主た る設備 と活動状況 は以下の通 り
1)1000kN竪型サーボア クチュエー ター試験機(写 真4):試 験体最大寸法 は高 さ2.5m、
幅0.8m、奥行 き0.8m程 度まで適用可能。集成材各種接合部の静的 ・動的繰 り返 し加
力実験 、疲労実験、丸太や製材 品の実大 曲げ実験 、実大座 屈実験その他 に供用 されている。
2)500kN鋼製反カ フ レーム水平加 力実験装置(写 真5):試 験体最大寸法:高 さ2.8m、
長 さ4.5m(特別 の治具 を追加すれ ば6mま で可能)、奥行 き1m。PC制 御 装置 と最大
ス トローク500㎜ の静 的正負繰 り返 し加力用オイル ジャッキを備 えている。耐力壁、木
質系門型 ラー メン、その他構造耐力要素の実大(部 分)加 力実験 に供用 されてい る。
3)X線光電子分析装置(ESCA)(写真6):試 料 の最表面(5nm)を 分析可能。イオ ンエ
ッチ ングを行 うことで深 さ方向の分析 も可能 である。現在 の ところ、主に、木質系炭素材
料の表 面分析 に供用 されてい る。
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4)木造エ コ住宅(律 周舎:写 真2):平 成18年11月 に完成 した 自然素材活用型木質軸組
構法実験棟。金物を一切使わず、木、竹、土等 の 自然素材 だけで構 造体 を構築 したユ ニー
クな木造実験住宅である。平成24年 度の採択課題数 は14件 で、表1に
平成24年 度の受付課題名 、代表研 究者 、所 内担当者 の一覧 を示す。
表1平 成24年 度木質材料実験棟共 同利 用採択課題 一覧
鷲 研究課題 珊篇 誕 穿 同研究者斯 属職゜





法 として、小型の腐朽源ユニッ トを用いた強制腐朽処理方法を実施 した(写 真1)。鋼板 ビス留
め トドマツ心材 ・辺材試験体各60体、合計120体を用意 し、旭川および宇治市の軒下環境、な
らびに恒温室の3か 所で心材 ・辺材試験体の各20体を強制腐朽処理 した。腐朽処理は6月 中旬
開始、処理期間は最長20週間、4週ごとに心・辺材試験体各4体 ずつ腐朽の程度 を確認(写真2)
後、正負交番繰 り返 し加力試験 に供 した。腐朽程度はピロデ ィン打ち込み深 さによって評価 した。
心材試験体は16週処理以降に最大荷重において、無処理試験体の間に有意差が現れたが、 ピロ
ディンの打ち込み深 さにおいては、有意差 は無かった。一方,辺 材試験体においては、4週経過
後、最大荷重、ピロデ ィンの打ち込み深 さとも有意差が現れた。全試験体の最大荷重 とピロディ
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写真1強 制腐朽処理方法 写真2腐 朽処理後 の例 ピ・デ・ン打ち込み深さ{mml




性 の把握を 目的とし、木質熱処理物化学構造およびセシウムイオン(Cs+)導入 が及 ぼす金属錯体






























期間 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年






4.専 門委 員会の構 成及 び開催状 況(平 成24年 度)
小松幸平(委 員長 、京大RISH)、井上正文(大 分大工)、巽 太輔(九 大農)、川瀬 博(京
大 防災研)、林 知行(森 林総研)、仲村 匡司(京 大農)、篠原直毅(京大RISH玉山内秀文(秋
田木高研)、 野 田康信(北林産誌)、矢野浩之(京大RISH)、佐 々木貴信(秋 田木高研)、渡辺
浩(福 岡大工)。平成24年 度の専門委員会は、全て メール 回議 によって行 った。
5.特 記事項
特にな し。
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